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国立大学法人東京医科歯科大学



国立大学法人東京医科歯科大学 （単位：千円）

予 算 金 額 決 算 金 額
差 額

（決算 － 予算）
備 考

 収　入

運営費交付金 18,054,362 17,965,499 △ 88,862 （注１）

施設整備費補助金 4,307,719 5,544,887 1,237,168 （注２）

補助金等収入 150,763 201,148 50,385 （注３）

33,000 33,000 -

自己収入 23,067,389 23,778,777 711,388

授業料及入学金検定料収入 1,691,768 1,673,626 △ 18,141 （注４）

附属病院収入 21,268,844 21,884,860 616,016 （注５）

雑収入 106,777 220,289 113,512 （注６）

産学連携等研究収入及び寄附金収入等 1,801,223 3,211,566 1,410,343 （注７）

承継剰余金 - - -

47,414,456 50,734,878 3,320,422

 支　出

業務費 32,594,426 32,730,268 135,842

教育研究経費 9,959,746 9,546,297 △ 413,448 （注８）

診療経費 22,634,680 23,183,970 549,290 （注９）

一般管理費 2,246,866 2,042,401 △ 204,464 （注１０）

施設整備費 4,340,719 4,481,687 140,968 （注１１）

補助金等 150,763 201,148 50,385 （注１２）

産学連携等研究経費及び寄附金事業費等 1,653,242 2,977,667 1,324,425 （注１３）

長期借入金償還金 5,603,337 5,603,337 -

46,589,353 48,036,509 1,447,156

区 分

計

計
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国立大学財務・経営センター施設費交付金



○予算と決算の差異について

（注10） 一般管理費については、競争的資金の獲得による間接経費の増額及び経費の節減に努めたため、予
算金額に比して決算金額が204,464千円少額となっております。

（注11） 施設整備費については、計画の見直しにより工事内容を変更したため、予算金額に比して決算金額
が140,968千円多額となっております。

（注12） 　（注３）に示した理由により、予算金額に比して決算金額が50,385千円多額となっております。

（注13） （注７）に示した理由等により、予算金額に比して決算金額が1,324,425千円多額となっておりま
す。

（注３） 補助金等収入については、予算段階では予定していなかった国等からの補助金の獲得に努めたた
め、予算金額に比して決算金額が50,385千円多額となっております。

（注４） 授業料、入学料及び検定料収入については、休学者の増加等により、授業料が予算額に比して決算
金額が18,141千円少額となっております。

（注８） 教育研究経費については、競争的資金の獲得による間接経費の増額及び経費の節減に努めたため、
予算金額に比して決算金額が413,448千円少額となっております。

（注９） 診療経費については、附属病院収入増に伴う医薬品費、医療材料費等の増により、予算金額に比し
て決算金額が549,290千円多額となっております。

（注７） 産学連携等研究収入及び寄附金収入等については、予算段階では予定していなかった国からの受託
研究並びに寄附金の獲得等に努めたため、予算金額に比して1,410,343千円決算金額が多額となって
おります。

（注１） 運営費交付金については、前年度の繰越により、予算金額に比して決算金額が88,862千円少額と
なっております。

（注２） 施設整備費補助金については、計画の見直しにより当期交付額が増加したため、また平成１８年度
補正予算により耐震対策事業が措置されたことにより、予算額に比して決算額が1,237,168千円多額
となっております。

（注５） 附属病院収入については、患者数の増加に努めたこと等により予算金額に比して決算金額が
616,016千円多額となっております。

（注６） 雑収入については、主として財産貸付料収入等の増収に努めたことにより、予算額に比して決算額
が113,512千円多額となっております。


